
る
。

比
島
で
壊
滅
し
た

第
三
三
航
空
地
部
隊
　 

愛
知
県
　
山
崎
重
藏
　 

私
は
、
大
正
六
年
十
二
月
十
四
日
、
名
古
屋
市
の
名
古
屋
城

下
の
雑
貨
商
の
家
で
生
ま
れ
、
名
古
屋
に
育
っ
た
。
私
は
長
男

で
、
弟
二
人
妹
一
人
の
家
庭
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
三
年
、
徴
集

兵
と
し
て
検
査
を
受
け
た
が
丙
種
だ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
十
六

年
に
結
婚
し
、
時
代
も
戦
時
と
な
り
、
昭
和
十
七
年
七
月
再
検

査
の
結
果
第
一
乙
種
合
格
と
な
る
。
同
年
八
月
召
集
、
三
島
の

野
戦
重
砲
兵
第
二
連
隊
に
入
隊
。
同
十
八
年
一
月
甲
種
幹
部
候

補
生
に
合
格
、
四
月
よ
り
航
空
隊
の
教
育
を
受
け
た
。

三
重
県
の
明
野
飛
行
学
校
の
分
校
が
三
重
県
鈴
鹿
に
で
き

た
。
中
部
第
一
二
三
部
隊
で
あ
る
。
私
は
大
学
で
は
文
科
で
あ

っ
た
が
、
教
育
は
飛
行
機
の
整
備
の
教
育
を
受
け
た
。
戦
闘
機

に
つ
け
る
機
関
銃
、
爆
弾
を
装
置
す
る
教
育
が
半
年
続
け
ら
れ

た
。
四
月
入
校
、
十
月
卒
業
で
あ
る
か
ら
約
七
ヵ
月
の
教
育
で

曹
長
の
階
級
に
進
み
見
習
士
官
と
な
る
。
同
期
生
は
千
数
百
人

お
り
、
各
科
に
別
れ
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
、
水
戸
の
航
空
隊
に
転
属
、
十
一
月
三

日
、
当
時
の
明
治
節
の
式
が
終
わ
っ
て
、
南
方
の
第
四
航
空
軍

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
転
属
と
な
り
、
広
島
兵
站
宿
舎
か
ら
宇
品

―
呉
へ
行
く
。
そ
の
時
、
レ
イ
テ
戦
へ
行
く
戦
艦
「
伊
勢
」

、

巡
洋
艦
二
隻
、
駆
逐
艦
十
隻
の
艦
隊
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
時
は
航
空
将
校
ば
か
り
六
〇
数
人
で
あ
っ
た
。
海
南

島
で
、
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
来
た
駆
潜
艇
二
隻
に
乗
り
換
え
た
。
何

し
ろ
、
戦
艦
以
下
十
数
隻
の
艦
隊
で
あ
る
か
ら
、
途
中
は
雷
撃

も
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
無
傷
で
海
南
島
着
で
あ
っ
た
。

今
度
は
駆
潜
艇
で
マ
ニ
ラ
着
、
艦
隊
は
レ
イ
テ
戦
に
参
加
し

た
の
で
あ
る
。
我
々
の
司
令
官
の
富
永
中
将
に
転
属
の
申
告
を

し
た
。
十
二
月
に
、
司
令
官
か
ら
命
令
が
出
て
、
第
一
二
七
飛

行
場
大
隊
の
あ
る
リ
パ
（
レ
イ
テ
の
向
こ
う
側
）
へ
行
き
、
レ

イ
テ
へ
出
撃
す
る
特
別
攻
撃
隊
の
乗
機
の
整
備
を
し
て
送
り
出

し
て
い
た
。
再
び
還
る
こ
と
の
な
い
若
い
人
々
を
見
送
る
の
は

悲
壮
な
も
の
が
あ
っ
た
。



こ
の
第
一
二
七
飛
行
場
大
隊
は
第
三
十
三
航
空
地
域
隊
に
入

り
、
さ
ら
に
第
一
三
六
飛
行
場
大
隊
。
飛
行
場
大
隊
は
本
体
五

〇
〇
人
ぐ
ら
い
、
私
の
中
隊
長
は
加
藤
中
尉
で
警
備
中
隊
で
あ

る
。
加
藤
中
尉
は
歩
兵
科
よ
り
転
科
さ
れ
た
方
だ
が
、
私
は
初

め
か
ら
整
備
教
育
を
受
け
た
。
私
は
文
科
出
身
で
工
科
に
転
じ

た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
■
か
六
ヵ
月
の
間
飛
行
機
の
機

械
、
整
備
の
み
に
専
念
し
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
七
日
、
米
軍
が
上
陸
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
我
が
部
隊
も
引
き
揚
げ
マ
ニ
ラ
へ
集
結
し
た
。
一
週
間
北

上
、
方
面
軍
は
バ
レ
テ
を
越
え
州
都
バ
ヨ
ン
ボ
ン
へ
、
そ
の
後

キ
ャ
ン
ガ
ン
に
入
っ
た
。
方
面
軍
司
令
官
は
山
下
奉
文
大
将
で

あ
る
。
我
々
は
航
空
機
の
機
関
銃
（
砲
）
を
は
ず
し
、
ト
ラ
ッ

ク
十
台
に
積
み
、
臨
時
歩
兵
第
十
六
大
隊
に
編
成
さ
れ
、
モ
ロ

ン
の
第
一
〇
五
師
団
の
指
揮
下
に
入
り
、
バ
ガ
バ
ッ
ク
警
備
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
四
個
中
隊
編
成
、
千
数
百
人
の
兵
員
で
あ
っ

た
。第

一
二
七
飛
行
大
隊
は
四
個
中
隊
に
分
か
れ
、
私
は
第
二
中

隊
、
隊
長
は
先
に
申
し
た
歩
兵
科
転
科
の
加
藤
中
尉
で
あ
る
。

装
備
は
ト
ラ
ッ
ク
十
台
で
持
っ
て
来
た
兵
器
で
あ
る
が
、
機
関

銃
と
小
銃
の
み
で
あ
っ
た
。

食
料
は
、
オ
リ
オ
ン
峠
を
越
し
た
所
に
あ
る
カ
ガ
ヤ
ン
平
野

で
収
穫
さ
れ
る
米
で
あ
り
、
そ
の
米
を
集
積
し
て
第
一
線
に
送

っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
六
月
ま
で
バ
ガ
バ
ッ
ク
に
お
り

警
備
と
食
料
補
給
の
任
務
を
し
た
。
飛
行
隊
か
ら
歩
兵
に
変
わ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
師
団
司
令
部
は
モ
ロ
ン
に
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
キ
ャ
ン
ガ
ン
へ
移
っ
た
。
方
面
軍
司
令
部
は
山
の
奥
へ
行

っ
た
た
め
、
こ
こ
が
最
後
の
防
衛
線
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六
月
に
入
っ
て
か
ら
、
第
一
防
衛
線
は
破
れ
、
第
二
防
衛
線

を
キ
ャ
ン
ガ
ン
、
バ
レ
テ
峠
と
し
て
第
十
師
団
等
が
頑
張
っ
て

い
た
。
戦
車
第
二
師
団
（
撃
兵
団
）
も
機
関
銃
を
戦
車
か
ら
外

し
防
衛
線
に
入
っ
た
。
一
月
か
ら
六
月
ま
で
よ
く
持
ち
堪
え
た

も
の
で
あ
る
。
食
料
は
航
空
隊
、
後
方
支
援
部
隊
が
補
給
隊
の

役
目
を
し
て
い
た
。

昼
間
は
米
軍
の
航
空
機
（
偵
察
機
を
含
め
）
が
来
る
の
で
移

動
が
出
来
な
い
。
夜
に
な
っ
て
米
（
■
）
を
臼
で
搗
く
（
カ
ガ

ヤ
ン
か
ら
■
で
持
っ
て
来
る
）

、
こ
の
精
白
作
業
を
毎
晩
や
っ



て
一
〇
〇
袋
ほ
ど
作
り
、
第
一
線
部
隊
に
夜
配
給
し
た
。

昼
は
米
軍
機
の
爆
撃
を
受
け
る
の
で
部
落
に
あ
る
何
千
本
も

の
椰
子
林
（
空
か
ら
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
見
え
る
）
に
身

を
隠
し
て
い
た
。
時
々
、
Ｐ38

が
嚇
し
の
射
撃
を
し
て
き
た

が
、
我
々
の
部
隊
は
分
散
し
て
い
る
の
で
被
害
は
少
な
か
っ

た
。私

の
部
隊
は
六
月
初
め
こ
ろ
は
オ
リ
オ
ン
峠
に
あ
っ
た
第
一

中
隊
、
後
方
の
バ
ガ
バ
ッ
ク
に
い
た
第
二
中
隊
で
あ
っ
て
、
第

一
中
隊
が
戦
前
の
土
民
軍
が
出
没
し
て
包
囲
さ
れ
た
と
知
っ
た

の
で
、
第
二
中
隊
（
約
四
〇
〇
人
）
が
応
援
に
行
き
戦
闘
し

た
。
我
が
隊
は
緒
戦
で
こ
れ
ら
土
民
軍
を
撃
退
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

そ
の
後
、
私
は
カ
ガ
ヤ
ン
平
野
の
第
一
〇
五
師
団
輸
送
隊
転

属
を
命
ぜ
ら
れ
、
師
団
か
ら
来
た
一
個
小
隊
五
〇
人
ほ
ど
を
連

れ
て
行
っ
た
。
地
図
は
お
守
り
袋
に
入
れ
て
持
っ
て
来
て
い
た

の
で
、
そ
れ
を
頼
り
に
六
月
八
日
カ
ガ
ヤ
ン
へ
食
料
を
取
り
に

行
く
と
米
軍
が
既
に
侵
入
し
て
お
り
、
キ
ャ
ン
ガ
ン
へ
の
食
料

輸
送
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
今
ま
で
は
、
一
個
小
隊
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
馬
三
頭
を
集
め
輸
送
に
使
っ
て
お
り
、
私
は
野
戦
重
砲
隊

出
身
の
た
め
馬
に
は
馴
れ
て
い
た
の
で
、
馬
に
乗
っ
て
輸
送
の

補
助
に
も
役
立
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
。

私
の
所
属
し
て
い
た
第
二
中
隊
の
大
部
分
は
、
そ
の
後
斬
り

込
み
隊
や
戦
車
爆
雷
攻
撃
に
使
わ
れ
ほ
と
ん
ど
戦
死
し
て
い

る
。
我
々
特
別
任
務
を
も
っ
た
将
校
三
人
の
み
が
生
き
延
び

た
。
私
同
様
他
部
隊
へ
入
っ
た
者
は
生
き
残
り
、
本
隊
（
臨
時

歩
兵
第
十
六
大
隊
）
の
将
校
は
第
二
中
隊
長
以
外
は
戦
死
し
て

い
る
。

コ
ル
ド
ン
で
米
軍
に
追
い
付
か
れ
、
六
月
十
二
日
、
マ
ガ
ッ

ト
川
を
越
え
る
前
、
舟
が
無
い
の
で
葦
原
に
寝
て
い
た
ら
米
軍

に
包
囲
さ
れ
た
。
米
軍
人
は
そ
ば
ま
で
来
な
い
が
、
住
民
が
バ

タ
イ
（
死
ん
で
い
る
）
と
米
軍
に
教
え
て
い
る
の
で
、
私
は
生

き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。
こ
の
危
険
を
越
え
米
軍
が
去
っ
た

の
で
舟
を
探
し
一
隻
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
装
具
を
積
ん

で
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。
米
は
持
っ
て
い
た
が
、
火
を
使

え
ず
米
が
炊
け
ぬ
の
で
砂
糖
を
舐
め
て
生
き
て
い
た
。

川
の
向
こ
う
に
日
本
軍
が
い
る
と
い
う
。
満
州
か
ら
来
た
通

信
第
二
連
隊
に
遭
遇
し
、
同
連
隊
の
人
々
と
一
緒
に
行
動
し



た
。
山
下
司
令
官
を
追
っ
て
来
た
連
隊
で
、
一
五
〇
〇
人
ぐ
ら

い
で
、
輸
送
船
は
沈
ま
ず
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
着
い
た
か
ら
装
備

も
あ
り
、
ゲ
リ
ラ
や
土
民
軍
も
手
が
出
せ
な
い
無
傷
の
軍
隊
で

あ
っ
た
。
こ
れ
で
私
も
助
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
は
た
し

か
六
月
十
三
日
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
通
信
連
隊
と
行
動
を
共
に
し
た
。
私
は
結
局
第
一

〇
五
師
団
輸
送
隊
と
別
行
動
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
間
の
行
動
を
紙
に
書
い
て
い
た
。
そ
の
記
録
は
、
お
守
り

の
中
に
細
か
く
折
り
畳
ん
で
密
か
に
持
参
し
帰
国
す
る
こ
と
が

出
来
た
し
、
米
軍
に
発
見
さ
れ
ず
没
収
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

瑞
穂
村
（
日
本
で
付
け
た
仮
名
）
に
い
た
八
月
十
五
日
の

昼
、
内
地
の
放
送
を
聞
い
た
。
通
信
隊
で
あ
る
の
で
、
七
時
ご

ろ
発
電
機
を
起
動
し
玉
音
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
終
戦
を

非
公
式
に
知
っ
た
の
で
あ
る
。
瑞
穂
村
に
駐
留
の
間
、
第
十
四

方
面
軍
司
令
部
と
連
絡
を
と
り
、
命
令
を
受
け
た
。
方
面
軍
司

令
部
の
命
令
は
「
九
月
中
に
山
を
降
り
ぬ
と
、
米
軍
が
掃
討
作

戦
を
す
る
の
で
山
を
降
り
ろ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々

は
、
白
旗
を
か
か
げ
て
降
伏
し
た
。
十
月
四
日
、
武
装
解
除
、

バ
ギ
オ
収
容
所
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

思
い
返
せ
ば
、
私
は
通
信
隊
と
合
同
で
夜
間
行
動
の
み
で
歩

き
、
河
を
渡
っ
て
の
行
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
生
き
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
間
、
マ
ラ
リ
ア
、
栄
養
失
調
で
多
く

の
人
が
死
ん
で
い
っ
た
。

最
後
は
ボ
ン
ト
ッ
ク
で
、
私
と
小
林
少
尉
の
将
校
二
人
と
下

士
官
一
人
、
兵
隊
八
人
ぐ
ら
い
し
か
生
き
残
ら
な
か
っ
た
。
四

十
数
人
が
こ
れ
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
三
十
人
は
ほ
と
ん

ど
病
気
や
怪
我
で
歩
け
な
く
な
り
、
部
隊
に
追
及
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。
道
と
い
っ
て
も
「
け
も
の
道
」
の
よ
う
な
も
の

で
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を
潜
り
抜
け
、
樹
木
の
間
を
や
っ
と
の

思
い
で
歩
く
の
で
あ
る
か
ら
落
伍
者
も
多
か
っ
た
。

七
月
三
十
日
ご
ろ
、
天
目
山
を
降
り
た
所
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

い
た
邦
人
二
〇
〇
人
ぐ
ら
い
と
会
っ
た
。
女
性
、
子
供
、
看
護

婦
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
非
戦
闘
員
で
在
留
邦
人
で
あ
る
。
あ
の
時

の
女
性
や
子
供
た
ち
は
、
終
戦
直
前
で
あ
っ
た
か
ら
生
き
て
帰

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
生
き
て
帰
れ
た
こ
と
を
今
で
も
心

に
念
じ
て
い
る
。



方
面
軍
司
令
部
が
い
た
時
の
一
月
～
六
月
ご
ろ
ま
で
、
在
留

邦
人
は
軍
と
行
動
を
共
に
し
、
千
数
百
人
が
避
難
し
自
活
し
て

い
た
と
い
う
。
し
か
も
、
そ
の
人
た
ち
は
、
米
軍
や
現
地
土
民

に
追
い
ま
く
ら
れ
て
の
逃
避
で
あ
っ
た
。

話
は
前
に
戻
る
が
、
四
月
ご
ろ
、
土
民
軍
が
米
軍
か
ら
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
で
武
器
弾
薬
の
補
給
を
受
け
て
い
る
の
を
見
て
い

る
。
山
の
中
に
は
米
軍
の
秘
密
飛
行
場
が
あ
り
、
そ
れ
を
占
拠

し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
そ
の
仕
返
し
を
受

け
、
オ
リ
オ
ン
峠
の
戦
闘
と
二
回
の
戦
闘
を
し
た
。

我
々
は
、
バ
ギ
オ
の
収
容
所
か
ら
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
へ

行
き
、
汽
車
で
マ
ニ
ラ
ま
で
行
き
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
収
容
所

に
入
っ
た
。
我
が
隊
は
、
四
〇
人
中
生
き
残
り
十
数
人
と
な
っ

た
が
、
収
容
所
で
は
将
校
と
兵
隊
と
は
別
々
に
さ
れ
た
。
一
テ

ン
ト
に
は
五
〇
人
ぐ
ら
い
収
容
さ
れ
た
が
、
将
校
は
条
約
に
よ

り
労
役
は
な
く
、
拘
束
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

戦
犯
者
の
刑
務
所
は
そ
の
そ
ば
に
あ
り
、
私
は
昭
和
二
十
年

十
月
か
ら
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
収
容
さ
れ
た
。
こ
の
二
ヵ
月

間
で
体
力
は
だ
ん
だ
ん
と
回
復
し
た
が
、
体
重
は
二
〇
キ
ロ
台

で
、
骨
と
皮
の
状
態
で
あ
っ
た
。
私
が
、
三
島
の
野
戦
重
砲
隊

に
入
隊
し
た
時
は
七
〇
キ
ロ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
半
分

に
も
満
た
ぬ
体
重
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
十
日
、
神
奈
川
県
の
浦
賀
上
陸
で
あ
る

か
ら
、
早
い
復
員
で
あ
っ
た
。
東
京
経
由
で
帰
っ
た
の
だ
が
、

名
古
屋
の
家
は
全
焼
し
跡
形
も
な
い
の
で
、
現
在
の
千
種
区
に

住
ん
だ
。
兄
弟
三
人
全
員
兵
隊
、
弟
は
現
役
で
昭
和
十
五
年
入

隊
、
昭
和
十
九
年
、
北
支
の
第
二
十
六
師
団
に
い
て
内
地
送
還

を
さ
れ
た
の
だ
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
、
大
阪
の
堺
の
陸
院
か

ら
和
歌
山
の
日
本
赤
十
字
病
院
に
転
院
し
た
。
日
赤
に
あ
っ
た

弟
の
資
料
は
戦
災
で
焼
け
、
本
人
は
和
歌
の
浦
の
尼
寺
に
収
容

さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
終
戦
に
な
り
白
衣
の
ま
ま
家
に
帰
っ
て

い
た
（
私
の
復
員
の
時
）

。
そ
の
後
病
気
は
全
快
せ
ず
一
年
ぐ

ら
い
で
死
ん
で
い
る
。
カ
ル
テ
も
焼
け
て
証
明
も
と
れ
ず
、
戦

病
死
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

生
き
て
帰
れ
な
か
っ
た
者
、
生
き
て
帰
っ
て
戦
病
の
た
め
死

ん
だ
者
、
九
死
に
一
生
を
得
て
帰
れ
た
者
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
今

次
の
大
戦
で
幸
、
不
幸
を
分
け
て
お
り
、
そ
の
本
人
の
み
な
ら

ず
家
族
も
幸
、
不
幸
を
分
け
て
戦
後
五
十
余
年
経
て
い
る
。



【
解

説
】

第
一
二
七
飛
行
場
大
隊
（
威
第
一
八
四
八
部
隊
）
概
要

昭
和
十
九
年

五
月
三
十
日
　
九
州
大
刀
洗
に
お
い
て
編
成
完
了

九
月
十
七
日
　
門
司
に
て
乗
船
決
定
　
大
隊
長
以
下
四
〇
六
人

出
発

十
月
二
十
六
日
　
バ
シ
ー
海
峡
に
て
、
敵
潜
ド
ラ
ム
の
雷
撃
を

受
け
海
没
、
約
半
数
の
漂
流
人
員
掃
海
艇
に
救
助
さ
れ
、
ラ

ボ
ッ
ク
上
陸
、
秦
山
丸
に
移
乗

二
十
八
日
　
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
寄
港

三
十
一
日
　
再
び
敵
潜
の
攻
撃
を
受
け
二
隻
沈
没

十
一
月
　
一
日
　
マ
ニ
ラ
上
陸
、
第
四
航
空
軍
よ
り
二
十
日
昭

南
第
三
航
空
軍
へ
指
揮
移
転
を
命
ぜ
ら
る

十
二
日
　
昭
南
向
船
団
乗
船
、
輸
送
船
三
隻
、
護
衛
艇
三

隻
十
三
日
　
埠
頭
を
離
れ
た
直
後
空
襲
警
報
、
四
波
に
亘
る

大
空
襲
で
港
内
す
べ
て
の
船
沈
没
し
大
隊
本
部
員
三
十
九
人

中
七
人
の
み
無
事
、
第
一
二
七
飛
行
場
大
隊
は
編
成
以
来
の

四
割
強
、
一
六
〇
数
人
と
な
っ
た

十
八
日
　
第
四
飛
行
師
団
よ
り
補
充
将
校
発
令
大
隊
長
下

見
軍
三
大
尉
　
警
備
中
隊
長
加
藤
香
中
尉
他

二
十
三
日
　
リ
パ
東
飛
行
場
に
展
開
を
命
ぜ
ら
れ
第
三
十

三
航
空
地
区
司
令
官
の
指
揮
下
に
入
る

十
二
月
　
八
日
　
見
士
・
下
士
官
以
下
四
〇
人
、
マ
ニ
ラ
兵

站
病
院
下
番
を
入
れ
二
四
〇
人
弱
の
陣
容
と
な
る

昭
和
二
十
年

一
月
　
四
日
　
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
展
開
命
令
を
受
け
、
夜

行
軍
、
一
部
自
動
車
ピ
ス
ト
ン
輸
送
に
て
前
進

二
十
四
日
　
北
部
ル
ソ
ン
、
バ
ガ
バ
ッ
ク
着
、
命
に
よ
り

後
方
補
給
、
糧
秣
収
集
、
バ
ガ
バ
ッ
ク
警
備
に
つ
く

二
十
七
日
　
ダ
グ
ラ
ス
Ａ20

、
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
十
三

機
の
初
襲
を
受
け
戦
傷
一
人

三
月
　
六
日
　
第
十
四
軍
司
令
官
の
命
に
よ
り
軍
隊
区
分
、
第

一
二
七
飛
行
大
隊
解
消
。
下
見
少
佐
以
下
二
十
人
、
独
立
混

成
第
二
十
六
連
隊
第
三
大
隊
に
転
属
、
警
備
中
隊
中
心
に
照

空
隊
、
電
波
小
隊
等
に
よ
り
臨
時
歩
兵
第
十
六
大
隊
第
三
中

隊
を
編
成

十
五
日
　
部
隊
主
力
オ
リ
オ
ン
峠
に
移
駐
、
以
後
部
隊
、



各
中
隊
そ
れ
ぞ
れ
北
部
ル
ソ
ン
の
山
野
に
死
闘
。

九
月
十
四
日
終
戦
後
約
一
ヵ
月
を
経
て
、
キ
ャ
ン
ガ
ン
に
て

山
を
お
り
た
る
第
三
中
隊
十
数
人
、
第
一
二
七
飛
行
場
大
隊

四
〇
六
人
、
マ
ニ
ラ
及
び
バ
ガ
バ
ッ
ク
に
て
補
充
、
配
属
さ
れ

た
る
将
兵
約
一
〇
〇
、
計
五
〇
〇
余
人
中
、
内
地
に
生
還
し
た

る
も
の
全
て
で
三
十
七
人
の
み
で
あ
っ
た
。

特
攻
隊
戦
記
　 

愛
知
県
　
柴
田
勲
人
　 

大
東
亜
戦
争
を
語
る
と
き
、
特
攻
隊
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
当
時
の
特
攻
隊
員
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
、
行
動
を
し

て
お
国
の
た
め
に
死
ん
で
い
っ
た
の
か
。
私
な
り
に
体
験
し
た

こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
後
世
の
皆
さ
ん
方
に
お
伝
え
し
た
い
。

ま
ず
、
特
攻
隊
と
い
え
ば
予
科
練
を
は
ず
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
戦
争
で
特
攻
隊
員
と
し
て
戦
死
し
た

人
は
四
千
三
百
七
十
九
人
、
そ
の
う
ち
海
軍
が
二
千
五
百
三
十

五
人
、
そ
の
中
で
三
分
の
二
以
上
の
方
が
予
科
練
出
身
者
、
す

な
わ
ち
私
の
先
輩
達
で
あ
る
。
私
が
町
長
さ
ん
は
じ
め
町
の
名

士
、
並
び
に
近
所
の
方
々
や
小
学
生
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
、
日

の
丸
の
小
旗
を
振
り
歓
呼
の
声
で
送
ら
れ
て
鹿
児
島
海
軍
航
空

隊
に
入
隊
し
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
六
月
一
日
、
海
軍
二
等
飛

行
兵
に
な
っ
た
の
は
十
六
歳
と
五
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

入
隊
と
同
時
に
非
常
に
厳
し
い
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
普
通
学

と
し
て
は
国
語
、
数
学
、
英
語
、
物
理
、
地
理
な
ど
で
、
軍
事

学
と
し
て
は
航
法
、
運
用
、
通
信
、
通
信
に
は
無
線
、
手
旗
、

旗
流
、
手
先
、
体
育
に
は
海
軍
体
操
に
フ
ラ
フ
ー
プ
、
そ
れ
か

ら
夏
は
水
泳
と
、
徹
底
的
に
し
ぼ
ら
れ
一
日
一
日
が
く
た
く
た

で
あ
る
。

海
軍
で
は
す
べ
て
の
行
動
が
全
体
責
任
で
あ
り
、
誰
か
一
人

の
訓
練
生
が
ヘ
マ
を
す
る
と
、
夜
十
時
過
ぎ
の
巡
検
後
に
、
廊

下
へ
全
員
整
列
が
掛
か
り
、
ビ
ン
タ
は
常
時
、
と
き
ど
き
精
神

注
入
棒
（
野
球
の
バ
ッ
ト
）
で
尻
を
力
い
っ
ぱ
い
ぶ
ん
殴
ら
れ

紫
色
に
尻
が
腫
れ
る
の
で
あ
る
。
風
呂
に
入
っ
た
時
な
ど
誰
が

何
発
殴
ら
れ
た
か
す
ぐ
分
か
る
し
、
お
互
い
に
痛
か
っ
た
話
な

ど
し
た
も
の
だ
。
寝
る
時
な
ど
上
を
向
い
て
寝
ら
れ
ず
、
横
を

向
い
て
寝
た
夜
も
幾
晩
か
あ
っ
た
。




